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■研究の背景
　 自動車・航空機等の車体・部品等の軽量・高強度化を図る材料として炭素繊維強化プラスチ
ックが注目されています。これまで熱硬化性プラスチックを用いた炭素繊維強化プラスチック
（CFRP）が一般的でしたが、近年、熱可塑性プラスチックを用いた炭素繊維強化プラスチック
（CFRTP）が新たに開発され、高生産性などの長所を活かし、今後の利用増加が期待されていま
す。しかし、CFRTPは最新の材料であるため、CFRPに比べその機械的特性が未知である部分が
少なくありません。例えば、炭素繊維の繊維方向が機械強度に与える影響について詳細に検討し
た例はあまり知られていません。そこで、本研究では炭素繊維に対して異なる方向から変形させ
た際のCFRTPの機械特性について検討しました。

■研究の要点
１．CFRTPとCFRPにおける機械特性の異方性評価
２．マトリックス樹脂が機械特性の異方性に与える影響の検証
３．試験温度が機械特性の異方性に与える影響の検証

■研究の成果
１．CFRTPはCFRPに比べて繊維方向に対して異なる方向に変形させた場合、大きく機械特性が
変化し、繊維方向の影響を大きく受けることがわかりました。
２．マトリックス樹脂（アクリル、ナイロン、PP）及び試験温度（23，-30℃）を変えた場合も
機械特性は繊維方向の影響を大きく受けることがわかりました。
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※本研究で使用した万能材料試験機は、JKA補助事業により整備されました。
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